日本理学療法士協会　認定試験実施要綱
2011年2月7日　
社団法人 日本理学療法士協会 

会長　半田一登
（1） 受験資格
下記の①～⑤をすべて満たしている方
①新人教育プログラムを修了…20ポイント
②2011年3月(今回)開催の日本理学療法士協会指定研修受講…40ポイント
③認定必須研修会 (2011年3月末までに開催予定も含む) 修了…20ポイント
④その他の必要ポイント…100ポイント
⑤事例・症例報告レビューレポート
※なお、今年度は、2012年3月末日までに④⑤を満たす見込みのある方も、認定試験を受験することが出来ます。(初年度の特別措置であり、来年度以降は変更の可能性があります) 
④⑤の詳細は領域により異なるため、日本理学療法士協会ホームページをご参照ください。
【変わります!専門理学療法士制度 : 第8報】
http://www.japanpt.or.jp/04_for_pt/system/change_08.html
（2）試験日時　　※終了時間は受験する科目数により異なります
東日本地区研修の参加者 : 2011年3月6日(日) 16：45～
西日本地区研修の参加者 : 2011年3月13日(日) 16：45～
（3）問題数及び解答時間
共通問題：8問　＋　専門領域問題：1領域あたり12問　 【試験時間40分、合計20問】
(受験例)　 1領域受験　40分　(共通8問　＋　専門12問)
2領域受験　60分　(共通8問　＋　専門12問　＋ 専門12問)
以下、1領域追加ごとに　＋ 専門12問 (20分) 
（4）試験問題の形式と出題範囲
試験問題は五者択一、マークシート形式です。(理学療法士国家試験の形式に準拠)
（5）出題範囲
共通問題：日本理学療法士協会指定研修での講義内容を中心に出題されます。
専門領域問題： 認定必須研修会での講義内容や専門領域に関する問題が出題されます。
（6）当日必要なもの
受験票、鉛筆(HB)、消しゴム、身分証明書（本会会員証もしくは、顔写真付きの公的な身分証明書）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※受験票は2月下旬に発送いたします。
（7）認定試験の合否の発表について
合否の発表は本会ホームページにて行います。合格者には合格証を発行致します。
（8） 認定理学療法士の申請にあたって
認定理学療法士の認定申請のために、認定試験の合格証が必要です。
2011年3月(今回)の認定試験の合格証は2012年3月末日まで有効です。
(初年度の特別措置であり、来年度以降は変更の可能性があります。)
（9）申込、受験上の注意
· 16：45までに必ず自分の座席に着席してください。開始時刻に遅れた場合、受験できません。

· 試験中、テキスト・参考書類は使用できません。
· 試験中は携帯電話の電源はお切りいただきます。(マナーモードや時計機能としての使用も禁止します)
· 不正な手段により試験を受験し、または受験しようとした者に対しては、試験の停止または合格の取り消しを行うことがあります。
· 受験料は原則、返還できません。(試験を欠席された場合、受験票・身分証明書を持参しないために受験できない場合、不正な手段により試験を受験した場合を含む）
· 試験問題、解答についての照会には一切応じられません。
· その他、認定試験委員および会場担当者の指示に従ってください。　
（10） その他
	認定試験に関する問い合わせ先
日本理学療法士協会　事務局　jpta (a) japanpt.or.jp　


※迷惑メール防止のため＠を(a)に変えて表示しています。
※件名は必ず　【認定試験について】としてください。メールが届かない可能性があります。
以上
